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研究の応用分野
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コレスポンデンス分析

研究の概要

・コンテンツ制作（オーディオビジュアルコンテンツ）
・各種教育・デザイン（絶対音感教育，色彩／空間／コンセプトデザイン）
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映像や音楽が人の感性を呼び起こすメカニズムや，映像と音楽のより良いインタラクション（相互

 

作用）を解き明かすため，脳機能イメージング技術を利用しています．得られた脳科学の知見を，人

 

の感性に即した映像音楽コンテンツ創りに活用します．

色聴共感覚（音を聴くと色が見える）
・音楽調性に対して色相が対応する
（ハ長調：白，ト長調：青など）

・小脳と色知覚V4領野のcross wiring仮説

M3(M-CUBE):音楽のムードを色彩で可視化する
・和音性（長調／短調らしさ），緊張度，不協
和度の脳活動イメージングおよび定量的評価
モデルに基づく，色空間へのマッピング

ＣＭ挿入タイミングと子どもの脳活動

 

・近赤外分光法
(fNIRS:functional

 

near infrared spectroscopy)
による脳活動計測

・ポリグラフによる心拍,呼吸,瞬目,
皮膚電位活動計測

 

・山場ＣＭで不快感を確認
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CMにおける映像と音楽のインタラクション
・コレスポンデンス分析によるイメージスケール化
・高級感<->親しみやすさ，激しい<->落ち着いた
・映像（色彩）と音楽（調性）が関連

507-2 脳メカニズムとマルチモーダルインタラクション
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